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要約

インターフエロン誘起作用を有し，マクロファージ遊走能を促進する効果を持つことが知られている

Macrophage Activating Chinese Mixed Herbs (MACH)の，ブロイラー鶏の大腸菌性蜂寓織炎およ

びひなのブドウ球菌症に対する防御効果を検証した。鶏を MACH添加飼料給餌群と普通の市販飼料給

餌群に分け，実験 1では蜂寓織炎野外例より分離された大腸菌を 43日齢のブロイラー鶏の大腿部皮膚

に掻傷を作出し，その上に塗布した。実験2ではブドウ球菌症野外例より分離された黄色ブドウ球菌

(SA)を 14日齢の雛の大腿部と胸部筋肉内に接種した。実験 lでは大腸菌感染による死亡率，蜂寓織炎

発現羽数は MACH添加飼料給餌鶏で抑制され，掻傷の治癒機転についても MACHが効果的に作用し

ていることが示された。実験2では，ブドウ球菌症によるひなの死亡率，病変発現羽数は MACH添加餌

料群と市販飼料群との間で差が認められず，浮腫性皮膚炎は MACH添加飼料群において重度であった。

組織学的には MACH添加群では接種部位におけるマクロファージ数が増加しており， マクロファージ

の遊走能促進効果が示唆された。 MACHは掻傷からの大腸菌の侵入といった局所感染の防御において

有用であり，また，軽度病変の発現を抑える効果を示すことが示唆された。しかし，重度病変の発現を

抑えるまでには至らず，その効能は日齢や攻撃菌の病原性により差が出るのではないかと考えられた。

これらのことから，植物多糖体である MACHは，抗菌剤を用いることのできない出荷時や無薬飼育法

における感染防御に対して，あるいは抗菌剤と併用することで，日常の健康管理に有用な添加物質にな

る可能性が考えられた。

キーワード:ブドウ球菌症， 蜂富織炎， 漢方， マクロファージ， Macrophage Activating Chinese 

Mixed Herbs (MACH) 
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近年，ブロイラー鶏における蜂寓織炎は増加傾向にあ

り， その経済的損失は重大な問題となっている九本症

は，食鳥処理場の脱羽後検査で初めて発見されることの

多い疾患で，原因として大腸菌が最も重要視されてい

る九鶏のブドウ球菌症は黄色ブドウ球菌に起因する疾

病の総称で，皮膚炎や関節炎など多様な病型を発現する

ことが知られており，現在でも散発的な発生が認められ

る明。これら細菌疾病の予防対策は，原因菌の排除，飼

育密度の適正化など飼育環境管理によるところが大きく，

実際の経済効率を考慮すると限界があるため，近年では
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生体側の感染抵抗性の向上を目的とした免疫賦活化効果

が期待できる飼料添加物の使用が注目されてきている。

Macrophage Activating Chinese Mixed Herbs 

(MACH)は南瓜子，車前子，金銀花，紅花の 4種類の植

物粉末からなる混合添加物であり，インターフエロン誘

起作用を有し，マクロファージ遊走能を促進する効果を

持つことが知られてい7.>1.3.10-12.14-15) 0 MACHを添加した

飼料を給餌することで自然食品による感染予防や免疫賦

活化が期待できるため，高価抗生物質による経済的損失

の対策にも効果を示すのではないかと考えられており，

家畜への応用について犬，豚，牛などをはじめいくつか

報告がなされている 1.5.13.15-16)。また，人においても穎粒

球マクロファージ・コロニー刺激因子増加作用や卵胞刺

激ホルモン分泌抑制作用などが報告され，さらには健康

食品にも応用されe 幅広い臨床効果が確認されてい
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る3.1ト12)。しかし，現在のところ鶏に対する効果について

の報告はない。

本実験では， 鶏における MACHの有効性を検証する

ため，MACH添加飼料を給餌したブロイラー鶏におけ

る大腸菌性蜂商織炎，採卵鶏ひなのブドウ球菌症に対す

る予防効果について検索したので報告する。

材料と方法

1. 実験 1:ブロイラー鶏の大腸菌性蜂窓織炎に対す

る予防効果

1) 供試鶏

岩手県内の H農場より 38日齢時に導入したブロイ

ラー鶏 46羽を 43日齢まで市販の大雛用飼料にて飼育し

実験に供した。

2) 接種菌株

蜂禽織炎野外例より分離された大腸菌，血清型 0161

の Y0451株6)を 108CFU/O.1 mlに調整し使用した。

3) 感染実験

43 日齢から，図 l のように各群 9 羽ずつ 4 群 (A~O)

と各群 5羽ずつ 2群 (E，F)に分け， A~O 群にはそれ

ぞれ，市販の大雛用飼料 (A群)，市販の中雛用飼料 (B

群)，MACHを添加した大雛用飼料 (C群)，MACHを

添加した中雛用飼料 (0群)を給餌した。なお，中雛用

飼料は抗菌剤 (サ リノマイ シンナト リウム 50g力価/ト

ン，アビラマイシン 3g力価/トン〕を含む点で大雛用飼

料と異なり， MACHは予め 0.05%の割合で飼料に添加

した。 52 日齢で体重を測定後 A~O群の右側大腿部周

囲の羽を抜き，18Gの注射針で 5cm程度の掻傷を人工

的に 3本作出し，大腸菌を掻傷 l本に対し 0.1ml，計 0.3

ml塗布した。E，F群は対照群として市販の大雛用飼料

のみを給餌し， E群は周囲の羽を抜き領傷の作出のみ行

大湯百1i!1l布(A-D群)

38臼齢 438齢 52臼齢 制検(rl布後1灘)

図1. 実験設定

第 47巻 20日年

い， F群は無処置とした。i野Eあるいは死亡例は発見時

に，生存したものは 7日後に安楽死させて剖検し，塗布

部位である右大腿部組織， リンパ組織を病理検査用に採

材した。

2. 実験 2:鶏ひなのブドウ球菌症に対する予防効果

1) 供試鶏

研究室で維持している P2系白色レグホン種由来有精

卵を解化して用いた。

2) 接種菌株

ブドウ球菌症野外例より分離された黄色ブ ドウ球菌

(4106株)1)を 108CFU/O.1 mlに調整し使用した。

3) 感染実験

給餌飼料は実験 l と同様に，各群 5~8 羽の 4 群 (A~

0)と対照群 (E)を設定し，瞬化直後より給餌を開始し

た。14日齢で体重を測定後，A~O 群の右側大腿部と左

胸部に各 0.1ml，計 0.2mlを筋肉内接稜し， E群は無処

置とした。瀕死あるいは死亡例は発見時，生存したもの

は7日後に安楽死させて剖検し，接種部位である右大腿

部組織，左胸部組織および主要臓器を病理学的検査用に

採材した。

4) 病理組織学的検索

実験 1，2とも採材臓器は 10%ホルマ リン液にて固定

後， 定法に従いパラフィン包埋し 4μm切片を作製， ヘ
マトキシリン ・エオ ジン (HE)染色を施し，光学顕微鏡

で病理組織学的に検索した。浮腫性皮府炎を呈 したひな

の接種部位におけるマクロファ ージ数は，任意5カ所の

強拡大 (10x 40)視野で計測し，その平均値を算出し，

各群の有意差をt検定により評価 した。

成 績

1 実験 1:ブロイラー鶏の大腸菌性蜂寓織炎に対す

る予防効果

1) 臨床経過

死亡羽数は表 lに示す通りである。大腸菌塗布後 2日

日ごろより食欲減退，沈穆，肉冠退色などを示す鶏が認

められた。死亡鶏は塗布後 3日目から認められ，A群で

2羽， B群で 3羽死亡したのに対し， MACH添加群では

D群で l羽死亡したのみであった。

2) 肉眼病変

肉眼病変のまとめは表 lに示す通りである。蜂寓織炎

が A群で 8羽， B群で 7羽， C群で 4羽， 0群で 3羽認

められた(図 2)。病変は主に掻傷塗布部周囲に認めら

れ，皮府は弛緩し姉皮が形成されており，7.)<腫性皮下組

織には黄色チーズ様渉出物が認められた (写真 1)。軽度

なものでは痴皮はほとんとなく傷口が痕跡程度に残るの
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表 1. 実験 lの死亡羽数および肉眼病変

実験群 死亡羽数 蜂禽織炎 心膜炎

A群(大雛飼料) 2/9a) 8/9b) 2/9 

B群 (中雛飼料〕 3/9 7/9 2/9 

C群 (大雛飼料+MACH) 0/9 4/9 1/9 

D群 (中雛飼料+MACH) 1/9 3/9 2/9 

E群 (未接種対照群/掻傷あり) 0/5 0/5 0/5 

F群 (未接種対照群/掻傷なし) 0/5 0/5 0/5 

a)死亡羽数/塗布羽数 b)発病羽数/塗布羽数
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図 2. 蜂禽織炎の発現程度(実験 1)

常。著変なし. 1+:軽度 2+:中等度. 3+・重度

表 2. 実験 lの病理組織学的成績

心臓 肝臓 塗布部位
実験群

心膜炎 肝被膜炎 参出性炎 肉芽腫 筋炎

A群(大雛飼料) 3/9a) 2/9 8/9 8/9 5/9 

B群 (中雛飼料) 4/9 1/9 8/9 7/9 5/9 

C群 (大量IE飼料十MACH) 4/9 1/9 4/9 4/9 3/9 

D群(中雛飼料+MACH) 2/9 1/9 5/9 4/9 1/9 

E群 (未接種/掻傷あり) 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 

F群 (未接種/掻傷なし) 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 

a)発病羽数/塗布羽数

みで (写真 2). これらは A.B群でそれぞれ l羽. C.D りも心膜炎，肝被膜炎の病変の方が重度であったが， 多

群でそれぞれ4羽に認められた。紫膜炎としては，心膜 くでは蜂禽織炎の病変がより重度もしくは同程度であっ

炎，肝被膜炎のほかに気嚢炎，腹膜炎が認められ，疑膜 た。発症鶏ではその他に削痩. F嚢 ・胸腺リンパ組織の

の混濁，肥厚が認められた。心膜炎は A.B群でそれ 萎縮が認められた。

ぞれ 2羽. C群で l羽.D群で 2羽に認められ，病変は 3) 病理組織学的検索

肝被膜炎より重度であった。これらの竣膜炎は蜂寓織炎 病理組織学的検査結果は表 2に示す通りである。蜂商

と比較して発生頻度は低く， 一部では蜂寓織炎の病変よ 織炎発症鶏において，皮下織に出血や炎症性細胞浸潤，
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肉芽腫の形成が様々な程度で認められた(写真 3)。肉芽

腫形成は， A群で 8羽， B群で 7羽， C，D群でそれぞれ

4羽に見られ，未接種対照群の E，F群では認められな

かった。肉芽腫は病変の程度が様々であったが，主に掻

傷周囲から皮下織に認められ，痴皮を伴っているもので

は表層にも肉芽腫が認められた。肉芽腫が広範に認めら

れた個体では，炎症性細胞が筋層に達しているものや肉

芽腫に沿って出血を伴っているものが多数認められた。

また，掻傷周囲の表皮は肥厚しており，掻傷部退廃物の

器質化，軽度の炎症性細胞浸潤が E群を含む複数の個体

で認められた。肉眼的に掻傷が疲痕化していた個体で

は，掻傷部退廃物の器質化は認められたものの肉芽腫の

形成はみられず，炎症性細胞の浸潤も軽度であった。

築膜炎発症鶏では心膜や肝被膜にマクロファージや偽

好酸球を主体とした炎症性細胞浸潤や線維素の析出，重

度病変では炎症性水腫，肉芽腫形成が認められた。

2. 実験 2:鶏ひなのブドウ球菌症に対する予防効果

1) 臨床経過

死亡羽数は表3に示す通りである。接種後 12時間以

内に一部のひなで食欲減退，沈著書などが認められ，観察

期間中に A群で 5/8羽， B群で 2/6羽， C群で 6/7羽，

D群で 5/6羽が死亡した。ひなの死亡は接種後 1-2日

目をピークに 3日固までみられ，その後7日目までほと

んど死亡するひなはなかった。

2) 肉眼病変

肉眼病変の出現状況は表3に示す通りでる。死亡ひな

における主な病変は接種部位を中心とした浮腫性皮膚炎

であり，脱羽と浮腫が体幹部にわたって認められた(写

真 4)。病変の重度なものでは皮膚の表皮壊死を伴う皮下

織の血様参出液が認められ，大腿骨骨髄は多くが黄色調

であった。接種後耐過したひなには接種部位における痴

皮形成と皮下組織における軽度から重度の肉芽腫形成が

例外なく認められた。その他，一部のひなで牌臓あるい

は肝臓に白斑の形成がみられた。

第 47巻 2011 年

3) 病理組織学的所見

病理組織学的検査結果は表4に示す通りである。浮腫

性皮膚炎については接種部位を中心とした炎症の波及，

骨格筋聞や皮下における出血の有無，表皮壊死の有無に

より病変程度を 2段階で評価した。軽度病変(1+)で

は，大腿四頭筋から真皮にかけての広汎な浮腫と偽好酸

球を中心とする炎症性細胞浸潤，散在性の菌塊が認めら

れた。中等度病変 (2+)は，浮腫および充出血が高度で

あり，出血性線維素化膿性炎症像を呈していた。組織聞

にはマクロファージや偽好酸球を初めとする炎症細胞と

無数の菌塊が層状に集鎮していた。大腿四頭筋において

は筋線維の索状変性や融解が起こり，真皮から皮下組織

にかけては媛液と細網線維で拡張し，表皮は壊死してい

た。中等度病変は A群で 2/8羽， B群で 0/6羽， C群で

4/7羽， D群で 5/6羽と， MACH添加群に多く認められ

た(図 3)。肉眼的に肉芽腫形成が認められなかった個体

でも，組織学的には筋肉内において細菌退廃物と周囲を

取り囲む類上皮細胞・リンパ球浸潤を伴う肉芽腫が存在

し，これを肉眼的にみられたもの (2+)に対して (1+) 

とした。接種部位では，皮下組織から筋層にかけてマク

ロファージの集族巣が認められ，同部位のグラム染色で

はグラム陽性球菌をマクロファージが取り込んでいる像

が観察された(写真 5)0MACH添加群ではマクロ

ファージがより塩基性に染色されており，グラム染色で

グラム陽性球菌を貧食した像が散見された(写真 6)。生

残鶏群では，肝臓，牌臓における肉眼的な白斑病変に一

致した壊死巣がみられた。その他，肝臓グリソン氏鞘内

に多発するリンパ球の集族巣や髄外造血も認められた。

リンパ球の浸潤巣は，まれに心臓，腎臓，肺の間質でも

認められた。

浮腫性皮膚炎を呈したひなの接種部位におけるマクロ

ファージ数の平均値を図 4に示した。 A群と比較して C

群のマクロファージ数が有意に増加しており， B群と D

群についても同様の傾向が認められた。

表 3. 実験2の死亡羽数および肉眼病変

実験群
死亡 皮浮腫膚a炎性 皮肉下芽織腫 関節炎 肝白/斑牌
羽数

A群(大雛飼料) 5/8') 6/8b) 2/8 0/8 1/8 

B群(中雛飼料) 2/6 2/6 4/6 0/6 0/6 

C群(大雛飼料+MACH) 6/7 5/7 2/7 0/7 1/7 

D群(中雛飼料+MACH) 5/6 5/6 1/6 0/6 0/6 

E群(未接種対照群) 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 

.)死亡羽数/接種羽数， b)発病羽数/接種羽数
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写真 L A群(108CFU /0.1 ml)，塗布後3日死亡鶏
皮下にチーズ様参出物が認め られる。

写真 2目 C群 (1QBCFU/O.l ml)， 59日生残鶏
掻傷部に大腸菌を塗布後 l週では，痴皮
もなく掻傷は治癒に至っている。

写真 3. A群(108CFU/O.1 ml)， 59日生残鶏，
HE染色
掻傷周囲を中心に炎症細胞性浸ìl~1. 肉芽
!毘の形成が認められる。
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写真 4. D群 (108CFU /0.1 ml)，接種後 2日死亡鶏
大腿部の皮膚は血様竣液による浸潤と脱羽
が認められる。

写真 5. A群(108CFU /0.1 ml)， 接種後 l日死亡鶏
の右側大腿部の筋束周囲， HE染色， bar= 
30μm，右下写真は強拡大像 (グラム染色)
円形から椅円形の大型マクロファージが多
数みられる。 グラム陽性球菌がマクロ
ファージ内に貧食されているのが認められ
る (右下写真)。

写真 6. C群(108CFU/0.lml)， 接種後 1日死亡
鶏の右側大腿部の筋束周囲， HE染色，
bar=30μm，右下写真は強拡大像(グラ
ム染色)
マクロファージは大型不定形で，多くの
細菌を食食し塩基性にみえる。グラム陽
性球菌はマクロファージに取り込まれ，
集合して認められる (右下写真)。
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表 4. 実験 2の病理組織学的成績

接種部位および体幹部皮膚 肝臓/牌臓

実験群 浮腫性皮膚炎 肉芽腫 壊死
リンパ球
集族

A群(大雛飼料〕

B群(中雛飼料)

1十a)

4/8e) 

2/6 

2+b) 

2/8 

0/6 

1+') 2+d) 

0/8 2/8 

0/6 4/6 

1/8 

0/6 

1/8 

2/6 

C群(大雛飼料+MACH) 1/7 4/7 0/7 2/7 

D群(中雛飼料+MACH) 1/6 5/6 0/6 1/6 

E群(未接種対照群) 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 

a)筋層と中心としたマクロファージの浸潤と細菌塊。皮下織の水腫性肥厚

b)炎症細胞が真皮まで浸潤，出血，表皮の壊死

，)肉芽腫が組織学的にのみ認められる

d)肉芽腫が肉眼的に認められる

e)発病羽数/接種羽数

浮腫性皮膚炎

1;;レ寸 r=l-l寸寸
内日 圃圃・・ I~司
20%~ 圃圃 !凶

ι・圃・・・ 1 
A群 B群 C群 D群 E群

図 3. 浮腫性皮膚炎の病変程度 (実験 2)

考察

1. ブロイラー鶏の大腸菌性蜂寓織炎に対する予防効

果について

MACHはインターフェロン誘起作用を持ち，これに

よりマクロファージの貧食能が活性化され，免疫能の向

上に繋がるとされており，その免疫賦活化作用について

は，マクロファージの出現数および貧食率で評価され，

これらはともに無添加対照群と比較して MACH添加群

で有意に増加していることが報告されている14-16)。 蜂寓

織炎における肉芽腫形成は， A，B群では半数以上の個

体の皮下組織に広範もしくは結節状散在性に認められた

のに対し，C， D群では 4/9羽に留まった。このことか

ら， MACH給餌個体では MACHによるマクロファージ

食食能の活性化により，感染初期から大腸菌に対してマ

クロファージが高い食食活性を示し，早期に病原体の排

除が行われ，病変の発現が抑制されたものと考えられ

た。 MACH添加群の一部において，市販大雛用飼料給餌

群と同様に死亡鶏および心 ・肝の重度病変を有する個体

100 I |※P<O.05 

80 

60 

40 

20 。
A群 B群 C群。群

図 4. 接種部位におけるマクロファージ数

が認められたが，これらは MACHの効果が現れなかっ

たというよりも，今回の実験に供したブロイラー鶏が野

外から導入したものであるために，飼育環境により塗布

時の一般状態に個体差が存在したためとも考えられた。

掻傷部位についても，剖検時に掻傷が痕跡程度に治癒

している個体が A，B群ではそれぞれ l羽のみだったの

に対し， C，D群ではそれぞれ 4羽に認められ，これらの

個体については病理組織学的検索においても肉芽腫の形

成は認められなかった。このことは，掻傷部位において

早期にマクロファージの反応が生じ，大腸菌に対して高

い食食活性を示すことで，速やかな治癒過程をたどった

のではなし、かと考えられ，掻傷の治癒機転についても

MACHが効果的に作用していることが示唆された。

2. 鶏ひなのブドウ球菌症に対する予防効果について

MACH添加群と MACH無添加普通飼料群で死亡数，

病変発現数に差は認められず，黄色ブドウ球菌(以下

SAとする)によるブドウ球菌症に対する予防効果は，

大腸菌による蜂寓織炎における様に明瞭ではなかった。

浮腫性皮膚炎に陥ったひなは 1~2 日という短期間で死
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亡しており， JilJ検まで生存したひなの接種部位では，例

外なく肉芽腫の形成が認められた。また，肝臓を中心と

する臓器のリンパ球の集族巣も生存個体に多くみられ

た。鶏の SAに起因する浮腫性皮膚炎の組織変化は SA

の菌体外活性物質，主にプロテアーゼに起因し，病変を

起こさせるのに 16-20時間を要することが報告されて

いる九これらのことから，局所的に多量に接種された

SAを貧食殺菌や肉芽腫によって封じ込めることができ

ず，皮膚炎を起こした個体が早期に死亡したのではない

かと考えられた。大腸菌感染で用いたのは発育したブロ

イラー鶏であったが， SA実験に用いたのは中雛ひなで

あり，時期的にまだ免疫系が十分に確立していないこと

が推察された。細菌感染防御では T細胞などの働きも重

要であることからの，貧食細胞の活性化だけでは侵入細

菌に対し処理しきれなかったのかもしれない。

ひなの死亡数は， A群で 5/8羽， B群で 2/6羽に認め

られたのに対し， C群と D群ではそれぞれ 6/7羽， 5/6 

羽と， MACH添加群と市販大雛用飼料群問で差が認め

られず，さらに組織学的検索から，これら死亡雛の浮腫

性皮膚炎は， A群， B群で病変程度にばらつきがみられ

たのに対し， C群と D群ではほとんどが出血を伴う重度

病変として認められ， MACH添加群で死亡雛の接種部

の病変が重度化していたことが考えられた。 SAはマク

ロファージ内の殺菌機構を回避し，生存できることが報

告されている凶。接種部位のマクロファージ数計測結果

から， MACHによるマクロファージ遊走能の活性化が

示唆されており，食食能の活性は，むしろ局所的に細菌

を集め接種部位での病変を重症化させた可能性が考えら

れた。

3. MACHの鶏に対する有効性

実験 lでは MACH添加飼料群において大腸菌性蜂寓

織炎病変の発現の抑制jと掻傷の治癒傾向がみられ，実験

2では SA接種部位におけるマクロファージ数の増加が

みられた。 MACHの免疫賦活化作用については，前述し

たようにマクロファージの出現数および貧食率で評価さ

れなければならないが，実験 1では実験 2と異なり大腸

菌塗布部におけるマクロファージ数の増加は顕著ではな

く，大腸菌性蜂寓織炎病変の発現の抑制と掻傷の治癒傾

向はマクロファージ遊走能の活性化による殺菌機構によ

るものと思われた。しかし，抗菌剤と MACHを比較し

た場合，大腸菌の掻傷感染において抗菌剤は重度病変を

含む病変程度を低下させたのに対し， MACHは，重度病

変を抑えるまでには至らず，軽度病変の発現を抑えるこ

とにより効果を示したと考えられた。 SA感染実験では

抗菌剤のみが効果を示していた。 MACHには生体防御
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機能の増強作用があり，掻傷感染における軽度の初期病

変に対しては効果を示すが，植物由来の天然成分である

ため，抗菌剤のように多量の病原体の侵入や速やかな病

変の進行を抑制するような効果は示しにくいのかもしれ

ない。

大腸菌感染で MACH添加群の病変が軽度であったの

に対し， SA感染では接種部位の病変が重度であったこ

と，そして SAの食食細胞に対する性質から， MACHの

効能は攻撃菌種により効能に差が出るのではなL、かと考

えられた。 MACHが知何なる機構でマクロファージの

食食能を活性化するかについては不明な点も多く，攻撃

菌種に対する反応を観察することは， MACHの作用機

序の解明に役立つと思われる。

MACHは生体の防御機能の増強によって，掻傷から

の大腸菌を含む一部の病原体の侵入などの局所的感染防

御に有用であることが示唆された。このことから，植物

多糖体である MACHは， 鶏の免疫機能を賦活化するこ

とにより，飼育環境中の大腸菌を含む一部の病原体によ

る疾病を予防し得ることが考えられ，抗菌剤を用いるこ

とのできない出荷時や無薬飼育法において，あるいは抗

菌剤と併用することで，日常の補助的な健康管理に有用

な添加物質になる可能性が考えられた。今後は，より制

御された飼育環境で免疫機能に及ぼす作用機序を明らか

にしてL、く必要性が考えられる。
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Protective Effect of Macrophage Activating Chinese Mixed Herbs (MACH) on 

Cellulitis Due to Escherichiαcoli and Staphylococcosis in Chickens 
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Motohama-cho， Naka-ku， Yokohama， Kanagawa 231-0004 

Summary 

The protective effect of Macrophage Activating Chinese Mixed Herbs (MACH)， known to 

have interferon-inducing activity and to promote migration of macrophages， was investigated 

patho1ogically for Escherichia coli (E. coli) cellu1itis and staphy1ococcosis in chickens. Chickens 

used for this study were fed diets with or without MACH. In experiment 1， three E. coli strains 

iso1ated from the fie1d case of cellulitis were applied to scratches made on the thighs of 52-day-01d 

broiler chickens. In experiment 2， Staphylococcusαureus (SA) iso1ated from the fie1d case of 

chicken staphy1ococcosis was inocu1ated intramuscu1arly in thighs and thoraxes of 14-day-01d 

chicks. In experiment 1， chickens infected with E. coli had 10wer mortality and morbidity when 

fed MACH. MACH a1so enhanced wound hea1ing. In experiment 2， chickens infected with SA 

exhibited no difference between groups fed diets with or without MACH. Dermatitis 1esions were 

more severe in MACH groups. Histo1ogically， macrophage counts increased at the inocu1ation 

site， which suggests that macrophage migration may b巴 promoted.This suggested that MACH 

was usefu1 for cutaneous protection from invasion of E. coli， and e妊ectiveagainst deve10pment of 

mi1d 1esions. However， it was n，ot potent enough to suppress the deve10pm巴ntsevere 1esions， and 

its e妊ectmay vary with age and pathogen. MACH may thus be usefu1 for routine hea1th 

management as an additive substance with or without antibiotics. 
(J. Jpn. Soc. Pou1t. Dis.， 47， 96-103， 2011) 

Key words : cellu1itis， herb treatments， macrophage， Macrophage Activating Chinese Mixed 

Herbs (MACH)， staphy1ococcosis 
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